
2．Ⅲ地域仕様で普通につくっていったらどれくらいの性能になる？
熱損失係数Ｑ値は？　年間暖房エネルギーは？　ＣＯ2排出量は？　暖房設備容量は？

２．Ⅲ地域の標準的な仕様（天井－基礎断熱型）
部位

天井 ２５０ｍｍ

壁 １６Ｋ品 １００ｍｍ

基礎　垂直 ３種 ５０ｍｍ

水平方向 ３種 ３０ｍｍｍ

開口部 Ｕ値３．４９　 一般ペアガラス

玄関 等級Ｈ－３

換気

３．モデル住宅の計算結果（モデル住宅を見る）

119.23 ㎡
276 Ｗ／Ｋ

2.32 Ｗ／Ｋ㎡

6,200 ＫＷｈ 22，320ＭＪ
2063 Ｗ／ｈ

1515 Ｗ／ｈ

7.46 ℃

709 ㍑

1867 Ｋｇ－ＣＯ2

15.7 Ｋｇ／㎡

6200 ＫＷｈ

2734 Ｋｇ－ＣＯ２

22.93 ＫＧ／㎡

4．暖房設備容量
Ｈｍａｘ＝ｎ×｛（設計外気温－設計設定室温）×総熱損失係数－室内取得熱｝

これらの計算結果表ＰＤＦを見る

床面積1㎡あたり

室内取得熱／総熱損失係数

暖房によるＣＯ２排出量

高性能グラスウール

押し出し法ポリスチレン
ム押し出し法ポリスチレン
ムアルミＰＶＣ複合

断熱玄関ドア

自然温度差

第三種換気

断熱材等の種類

吹き込みグラスウールブローイング

暖房エネルギー消費量（年間）
灯油（８５％効率）

2.32×119.23
276÷2.32

日射熱+室内発生熱
単位日射熱×窓面積

住宅延べ床面積
総熱損失係数
熱損失係数
暖房負荷

（内）日射取得熱
室内取得熱

ＣＯ2原単位　
0.256Ｋｇ／ＫＷｈ

2006年東北電力
原単位0.441Ｋｇ／ＫＷ

電気（ＣＯＰ1）
暖房によるＣＯ２排出量

床面積1㎡あたり

約36坪

１．Ⅲ地域の標準型について

まず断熱住宅の基本型を次の４つと考えたい。つまり、床断熱・基礎断熱と天井断熱･屋根断熱の組み合わせである。

従来、断熱住宅の「教科書」には充填断熱＝天井断熱－床断熱（Ａ）、外断熱＝基礎断熱－屋根断熱（Ｄ）と図がほとん

どで、今でも多数の人（関東以西の多くの人はそう考えているようだ。ところが新住協で、東北関東甲信の会員をみれ

ば、一番多いのはＣで、次はＤであろう。ＡＢは合わせても全体の５％に満たないと思う。

よってここでは、Ｃ型で計算する。（外断熱の家と表記しても実際はＣのように壁だけを外断熱する家が少なくないので

比較もしやすい）

床断熱－天井断熱 床断熱－屋根断熱 基礎断熱－屋根断基礎断熱－天井断熱

Ａ
Ｂ Ｃ Ｄ

ｎ＝１24時間 連続暖房

設計外気温 －5℃
設定室温 20℃

総熱損失係数 276
室内取得熱 2063
以上から 暖房要領 4837 → 5～6ＫＷｈ／ｈ程度の

設備となる 床面積1㎡ 40.56Ｋｗ／ｈ

36坪の住宅を仙台

で左のような仕様で

建てると年間709㍑
の灯油がかかると

いう結果です。

これは一般的なこ

れまでの生活平均

より増加しています。

http://www.shinjukyo.gr.jp/data/QPEX_A03.pdf
http://www.shinjukyo.gr.jp/data/QPEX_A01.pdf

